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３ 主 題  第３章 方程式 

 

４ 主題について 

(１) 単元について 

    小学校では，□，○を用いて数量の間の関係を表したり，それにあてはまる値を調べたりしている。そ

のような学習の過程で，簡単な式について，□にあてはまる値を求めることを経験している。しかし，そ

こではいわゆる逆算によって求めているので，等式という意識は弱い。この単元では，方程式を等式とみ

て，等式の性質を用いて解くことがねらいである。「正負の数」や「文字と式」の章と同様，生徒にとっ

て中学校ではじめて系統的に学習する内容である。 

    等式の性質を用いた解法から，移項という見方に発展させることにより，方程式が一定の手順によって

解けるよさを感じさせる。いわゆる文章題もその中の数量の間の関係を方程式に置き換えれば，それを解

くことによって解決できる。そのよさを感得させて，方程式を活用していく態度を育てたい。 

    この章では，小学校との関連を図るとともに，中学校で学習した「正負の数」や「文字と式」との関連

に配慮して，新しい内容の「方程式」を扱うこととなる。そのために，とくに次のことを意識して指導に

あたりたい。 

   ① 方程式を解くことを通して，「等式の性質」という基礎・基本にあたる内容を定着させ，その有用性

を理解させる。 

   ② 文章題を通して，方程式の有用性を知らせ，方程式を用いることができるようにする。 

    前章で学んだ「文字と式」が方程式の理解には不可欠である。定着を図り，時には授業内で確認をして

いくことも必要である。文章題に関しては，題材が身近で親しみやすく，解いてみたいと感じる，文字式

の文章題にあるいは方程式を使う必要性を感じるものを扱いたい。文章の理解力や計算カなどの習熱度を

考慮し，中学３年間，特に２年の「連立方程式」や３年の「２次方程式」まで見通して計画的に指導し，

方程式の有効性を理解させていく必要がある。 

 

(２) 生徒の実態 

学級の雰囲気は明るく、発言や質問も多い。特に男子は幼さや計算力の低さが目立つが、質問や発言は

多い。女子は受身的な傾向で、発言はやや少なめであるが、ノート整理には積極的に取り組む生徒が多く

真面目である。幼い生徒が多く、学習課題を見つけることよりもまだ与えられた課題に向かって取り組む

段階である。 

計算力については、授業で毎回３分の計算練習を意欲に取り組んでいる。中学校で新しく学習した文字

式や正負の数の四則計算は、まだ定着していない生徒がいるので既習事項を確認しながら、定着させてい

きたい。特に男子は、面倒くさがり、解法で手を抜き、学習成果が上がらない生徒も多いので、途中計算

や解の書き方などにも目をくばり、定着させていきたい。また、読み取りが苦手な生徒も多いので、問題

文の構成を確認するなどして、問題文を読み取る力も育てたい。 

 

(３) 指導の構想 

授業時間ごとに学習課題を提示し、学習内容を意識させたい。生徒が問題を解く場面では、最初の問題

で自信をつけさせ、さらに自信をもって次の練習問題に取り組むようにさせたい。お互いの考えを確かめ

合う時間も確保するようにしたい。 

具体的なてんびん操作から等式の性質を理解させ、さらに等式化という抽象的なものをイメージできる

ように指導したい。 

「＝（等号）」は、「計算結果（答え）」のイメージが強く、中には、答えを書く前に必ず「＝」を書く生徒

もいるので等式の意味を明確にさせるとともに「＝」の使い方にも注意を向けさせたい。また、形式的操

作だけで解ける便利さを実感させながら、指導したい。「１次方程式の利用」では、方程式を使うよさを実

感できるように指導したい。 

 

 

 

 



５ 単元の目標 

(１) 数量の間の関係を文字を用いて表そうとする。方程式が一定の手順で解けることのよさに気付き、方程

式を活用して解こうとする。(関)方程式を解く手順を等式の性質と結び付けて考えることができる。 

(数学的な見方・考え方) 

(２) いろいろな方程式を解くことができる。問題に含まれる数量の関係を方程式に表し問題解決できる。    

(表現・処理) 

(３)方程式とその解の意味と、方程式を使って問題を解く手順を理解する。(知識・理解) 

 

６ 指導計画 

(１) 方程式                                 

ア 方程式とその解の意味を理解し、等式の性質を使って簡単な方程式を解くことができる･･・ ４時間 

イ 移項の意味が分かり、移項の考え方を使って方程式を解くことができる･･･････････････････ ４時間

（本時１/４時間目） 

(２) １次方程式の利用                 

ア 問題解決のために方程式を活用しようとすることができる･･････････････････････････････ １時間 

イ いろいろな問題を方程式を利用して解くことができる･･････････････････････････････････ ４時間 

（３） 単元のまとめ  

  ア  章のまとめをすることができる･････････････････････････････････････････････････････ １時間 

 

７ 本時について 

 （１） 本時の目標 

ア より合理的な１次方程式の解き方がないかを考えようとする。 （関心・意欲・態度） 

イ 移項の意味を理解できる。        （知識・理解） 

 

（２） 研究主題にかかわる本時の構想 

・ 課題提示の工夫  

与式を ax=b の形に変形するときに、等式の性質を用いることを確認する。方程式は、等式の性質だけ

で解こうとすると何度も同じことを書くことになる。課題づくりの段階では、この煩わしさを感じさせ、

移項を利用したいという気持ちにさせたい。 

・ 学習過程の工夫 

導入で、移項の方法と意味を確認し、具体的な利用の仕方を展開の中で考えていくようにしたい。個人

ごとに考えさせた後、生活班を単位とするグループでお互いの考えを確かめ合いながら、よりよい方法を

グループの考えとして発表させたい。終結では、移項のよさを感じながら、練習問題で定着を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．本時の展開 

       ：学習課題        ：予想される生徒の反応  

関：数学への関心・意欲・態度  考：数学的な見方・考え方  表：数学的な表現・処理  知：数量、図形などについての知識理解    

段

階 

過

程 
学習活動 指導上の留意点 

評価の場面と具体

の評価規準 
教材･教具

 

 

 

 

導 

 

 

 

 

入 

 

 

課

題

づ

く

り 

０．３分間計算 

 

１．既習事項の確認 

・等式の５つの性質 

・２ｘ＝４の解き方 

・４ｘ＝６の解き方 

 

２．学習課題の設定 

・ｘ－９＝４を 

等式の性質を使って解く。 

・移項を考える。 

・移項の方法 

符号を変えて項を他の辺に 

移すことができる。 

このことを移項という。 

 

移項を使って、方程式を 

より手際よく解いてみよう。 

 

① ２ｘ－５＝３ 

② ３ｘ＝２ｘ－５ 

③ ３ｘ－５＝２ｘ＋６ 

 

０．教科リーダーの指示で取り組ませる。 

 

１． 

・既習事項の確認では、ノートをとらせない。

・次の点を確認することにより、等式の性質と

等式の性質を使った解き方を想起させたい。

① 等式の性質の何番目を使ったか 

② X の係数が２であるから２でわる 

・aｘ＝b形にすることを想起させる。 

 

２． 

・計算過程を省かないで書くように指導する。

・移項のしくみをできるだけ生徒に気付かせる

 ようにする。 

・移項は、等式の性質を利用した解き方である

ことを強調したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関：より合理的な

一次方程式の解き

方をないか考えよ

うとしているか。

計算の反復

練習 

 

紙板書 

 

 

 

 

 

ノート 

教科書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

課

題

追

求 

３．見通す 

・移項するものを考える。 

① 左辺の－５ 

② 右辺の２ｘ 

４．課題解決 

・班ごとに考える。 

 

・符号を変えないで移項する。 

・③を、１つの項ずつ移項する 

・③を２つ一度に移項する。 

 

・計算を紙にまとめる。 

・発表する。 

①   ２ｘ＝３＋５ 

２ｘ＝８ 

   ｘ＝４ 

②   ３ｘ＝２ｘ－５ 

３ｘ―２ｘ＝－５ 

     ｘ＝－５ 

③（別解） 

 ３ｘ－５＝２ｘ＋６ 

３ｘ－２ｘ＝６＋５ 

    ｘ＝１１ 

・各自ノートに書く。 

 

５．定着問題 

（１）練習問題 

３． 

・①～②では、それぞれ何を移項すればよいの

か確認する。③は班で考えさせるために確認

しない。 

・どんな形にするために移項をするのか想起 

させる。 

 

４． 

・班発表と発表内容の確認してから、班ごとに

机を移動させ、①～③について考えさせる。

 

・他の生徒の考え方を聞いて移項のしかたを理

解させたい。 

・③では、移項する項が２つあることに気づか

せたい。 

・机間巡視しながら、移項を使って方程式を解く

ことができているかか確認する。 

・また、机間巡視しながら、発表させたい班に

紙とペンを渡し、発表の準備をさせる。 

 

・等式変形（一定手順）だけで解けることと、

特に③では、２つの項を一度に移項すること

で、計算が短く済むという点を含め、移項の

よさを感じさせたい。 
 

５． 

・時間がないときは、練習問題は次時にまわす。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知：移項の意味が

理解できた

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用紙と 

マジック 

 

終

結 

 ま

と

め 

６．まとめ 

・移項を使って aｘ＝b形にすれ

ば、より手際よく方程式を解

ける。 

 

７．次時の予告 

 移項を使ってより正確により 

早く方程式を解く練習 

  ４ｘ＝１８－２ｘ 

６． 

・移項を活用すると式が短くなることを確認さ

せながら、移項を使ったほうがより手際く解

けることを実感させたい。 

 

７． 

・定着のための計算練習を予告する。 

 

関：移項のよさを

  感じることが

できたか。 

 

 

（
１
５
分
） 

（
３
０
分
） 

（
５
分
） 



月

Ａ
等式の性質を利用した方程式を解く手順を導
きくことができる。

Ａ
数量の間の関係を一元一次方程式で表し，こ
の解を素早く正確に見つけることができる。

Ａ Ａ

①数量の間の関係を文字を用いて表そうとし
ている。
②等式の性質を見いだそうとしている。

Ｂ

①等式の性質を見いだすことができる。
②等式の性質を利用した方程式の解き方の手
順を導くことができる。

Ｂ

①数量の間の関係を一元一次方程式で表すこ
とができる。
②一元一次方程式の解を代入することによっ
て見つけることができる。
③等式の性質を使って簡単な一元一次方程式
を解くことができる。

Ｂ
 ①等式の性質，方程式，方程式の解，１次
方程式などの意味をいうことができる。

Ｂ

Ａ
一元一次方程式の解き方を理解し，説明する
ことができる。

Ａ
いろいろな形の方程式の解を，素早く正確に
求めることができる。

Ａ Ａ

①方程式が一定の手順で解けることのよさに
気づくことができる。
②より合理的な一元一次方程式の解き方はな
いか考えようとする。

Ｂ
①方程式の形に応じて，解法の手順を見通し
を立てて考えることができる。

Ｂ

①等式の性質や移項の考えを使って方程式を
解くことができる。
②いろいろな形の方程式を解くことができ
る。

Ｂ
①移項の意味や一次方程式の解き方を説明す
ることができる。

Ｂ

0.5ｈ

月

具体的な問題を方程式を利用して解くことの
よさを理解している。

Ａ
いろいろな問題を方程式を活用して解決する
ことの妥当性について考察し，説明すること
ができる。

Ａ
いろいろな問題を方程式を活用して，素早く
正確に解決することができる。

Ａ Ａ

①具体的な問題を方程式を活用して解こうと
している。

Ｂ
①いろいろな問題を方程式を活用して解決す
ることの妥当性について考察することができ
る。

Ｂ
①いろいろな問題を方程式を活用して解決す
ることができる。

Ｂ
①方程式を使って問題を解く手順を説明する
ことができる。

Ｂ

0.5ｈ

0.5ｈ

　　　　　　　　　　本時

方程式

1

第１学年　第３章　方程式：年計及び評価規準・判断基準一覧表

3.5ｈ

4ｈ

　一元一次方程式及びその解の意味に関心をもっ
ている。てんびんの操作を通して等式の性質に関
心をのもっている。

具
体
の
判
断
基
準

基本問題

具
体
の
判
断
基
準

　正の数・負の数の必要性や四則計算，一次式や
一次方程式及びその解の意味，等式の性質や文字
を用いることの意義を理解している。

　一元一次方程式をつくり，問題を解決すること
ができる。

　一元一次方程式を利用して問題を解決する手順
を理解している。

　一元一次方程式を利用して，問題を解決しよう
とする。

　一元一次方程式を利用した問題の解決で，その
解決が適切であったかどうか振り返って考えるこ
とができる。

2

１次方程式の利
用

具体の評価規準

①１次方程式の利
用

5ｈ

具
体
の
判
断
基
準

基本問題

　等式の性質や移項の考え方を使って、簡単な一
元一次方程式を解くことができる。また、その
際、どの等式の性質が使われているのか、何を移
項したのか説明することができる。

　等式の性質や一元一次方程式を解く手順を理解
している。

①等式になっているものがすべて方程式ではないことを恒等式を例にあげることによって理解させる。

てんびん操作と式変形を関連させて等式の性質を
導きだすことができる。等式の性質を利用した方
程式を解く手順を導くことができる。

　一元一次方程式をつくり，その方程式におい
て，どんな値がその方程式の解であるか代入して
確かめることができる。また、等式の性質を使っ
て簡単な方程式を解くことができる。

　一元一次方程式が一定の手順で解けることのよ
さに関心をもち、一元一次方程式を解こうとす
る。

節 項 数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方

1年：数と式の具体の評価規準

　正の数・負の数，文字や文字を用いた式及び方
程式などを用いて，性質や関係を見いだしたりす
るなど，数学的活動の楽しさや数学的に考えるこ
とのよさに関心をもち，意欲的に活用しようとす
る。

　正の数・負の数，文字や文字を用いた式 及び
方程式などについての基礎的な知識の習得や活用
を通して，数学的な見方や考え方を身に付け，事
象を見通しをもち筋道を立てて考えることができ
る。

　正の数・負の数の四則計算，文字を用いた式に
おける乗法，除法の表し方，一次式の加法，減法
ができ，また，事象を一元一次方程式に表したり
解いたり，合理的に操作，処理したりすることが
できる。

数量，図形などについての知識・理解

①問題解決の思考過程（ア問題認識，イ目的志向，ウ構成要素の抽出，エ構造的把握，オ再構造化，カ結果への収束）のとおりに解くように促す。

8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

章末問題

①方程式

9

数学的な表現・処理

評価規準

数学的な表現・処理

②１次方程式の解
き方

具体の評価規準

数量，図形などについての知識・理解節 項 数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方

①移項が等式の性質と別物ではないことを理解させるためにもP.73・例１のような解き方を幾つも行う中で移項のしくみを発見するように促す。

　一元一次方程式及びその中の文字や解の意味を
理解している。

　方程式の形に応じて、解法の手順を見通しを立
てて考えることができる。




